
　信用リスクとは、取引先の倒産や財務状況の悪化等により、
資産の価値が減少ないし消滅し、銀行が損失を被るリスクのこ
とです。
　当行では、リスク統括部を主管部とし、毎月、信用リスク計
量化システムによりリスク量を計測し、増減要因を分析した上
でALM委員会に報告しております。また、信用リスク管理重

視の審査体制の整備やクレジット・リミット設定等による与信
ポートフォリオ管理の強化、特定の業種や特定のグループに対
する与信集中の防止、信用格付の精緻化による信用リスク管理
の強化等に努めているほか、各種研修により審査能力の向上に
も努めております。

　市場リスクとは、金利、株価、為替等の様々な市場の要因の
変動により、保有する資産の価値が変動し、銀行が損失を被る
リスクのことです。
　当行では、市場金融部を主管部とし、VaRによるリスク量等
を計測し、リスク量の推移や経営体力との対比により健全性を
検証した上で、毎月ALM委員会に報告しております。市況が

大幅に変動した場合には、臨時ALM委員会を開催し、シミュ
レーション等により対応を協議しております。また、資本配賦
を実施し、配賦資本使用率についてもモニタリングしておりま
す。特に有価証券についてはリスク量等を詳細に計測および管
理するとともに、投資資金の効率運用にも努めております。

　流動性リスクとは、市場の評価や財務内容の悪化等による予
期せぬ資金の流出により、資金繰りがつかなくなる場合や、資
金の確保に通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なく
されることにより損失を被るリスクおよび市場の混乱等により
市場において取引ができないことなどから、銀行が損失を被る
リスクのことです。

　当行では、市場流動性リスク管理部門はリスク統括部、資金
繰りリスク管理部門は市場金融部を主管部とし、流動性リスク
の状況を常時、的確に管理し、安定的な水準の確保に努めてお
ります。また、不測の事態にも対応できるよう、具体的な対応
要領を定めるとともに充分な資金調達枠を維持しております。

　金融の自由化や金融技術の発達等により銀行業務は多様化、
複雑化してきており、抱えるリスクも多様化、複雑化しており
ます。こうした中、銀行が経営の健全性の維持と収益性の向上
を図っていくため、各リスクを総合的に把握し一元的に管理す
る統括部署として、リスク統括部を設置しております。
　運用面では、各リスクの主管部を明確にするとともに、信用
リスク、市場リスク等のリスク毎のリスク管理方針および統合
的リスク管理方針を取締役会の決議により定めているほか、リ
スク統括部において年度毎の管理方針としてリスク管理プログ

ラムを策定し、中期間および期末にはその実施状況をチェック
するなど、リスクの統合管理に努めております。また、それら
のリスクを横断的に管理するため、定期的に経営委員会（信用
リスク管理委員会、コンプライアンス委員会、ALM委員会）
を開催し、必要な協議を行っております。さらに、経営の健全
性の確保と収益性・効率性の向上を図ることを目的として、リ
スク資本配賦を実施しております。各部署のリスク管理の適切
性については、内部監査部門である監査部が監査しております。
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　オペレーショナル・リスクとは、業務の過程、役職員の活動
もしくはシステムが不適切であることまたは自然災害等外生的
な事象により損失を被るリスクおよび風評リスク等のことです。
　当行では、オペレーショナル・リスクを法務リスク、事務リ
スク、システムリスク、風評リスク、人的リスク、有形資産リ
スクの6つに区分し、それぞれの主管部を定めて適切に管理し
ております。総合的な管理部門はリスク統括部としており、定
期的に損失事象を収集分析してALM委員会に報告し、再発防
止等について協議しております。
　法務リスク管理の主管部はリスク統括部としております。法
務リスク管理体制としては、顧問弁護士と連携したリーガル
チェック等を実施するとともに、法令改正時の集合研修等によ
り意識の向上に努めております。
　事務リスク管理、システムリスク管理の主管部は事務・シス
テム統括部としております。事務リスク管理体制としては、事
務処理規程の整備、研修、事務処理規程検定試験および営業店
事務指導の実施等により、厳正な事務取扱いの定着に努めてお
ります。また、監査部による定例的な立入検査により、事務処
理の適正性および内部管理体制の適切性・有効性を検証し、事
務リスクの顕在化防止に努めております。システムリスク管理
体制としては、基幹系システムを委託している株式会社日立製
作所NEXTBASEセンターにおいてシステムリスクを一次的に管

理し、その管理状況についての報告等を受けることにより二次
的に管理しているほか、当行の監査法人、監査部門の監査によっ
て も 検 証 し て お り ま す。 バ ッ ク ア ッ プ 体 制 に つ い て は
NEXTBASEバックアップセンターを設置し、整備を図っており
ます。また、国際系システム等の小規模システムや分散システ
ム（クライアント・サーバー、パソコン等）に係るリスク管理は
各システム使用部門で管理し、事務・システム統括部が統括管
理しております。
　風評リスク管理の主管部は総合企画部としております。風評
リスク管理体制としては、インターネット掲示板等からの情報収
集、風評情報の正確かつ迅速な報告体制の整備、適切な情報開
示等に努め、風評発生の未然防止を図るとともに影響を最小限
に抑えられるよう努めております。また、万一の場合に備えてマ
ニュアルを策定しているほか、定期的な訓練も実施しております。
　人的リスク管理の主管部は人事部とし、人事運営上の不公
平・不公正や差別的行為などから損失を被ることのないよう、
人事考課者研修等による適正な人事考課の実施やヘルプライン
を利用したハラスメント防止等に努めております。
　有形資産リスク管理の主管部は総務部とし、災害その他の事
象などから被る損害をできるだけ小さくするため、店舗等の耐
震診断結果に基づく補強工事や建物・設備の定期点検等を実施
しております。
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